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九
月
の
御
例
祭
も
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
、
二
日
間
に
亘
り
て

の
各
種
神
賑
行
事
も
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

『

御
成
敗
式
目』

よ
り
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こ
の
一
文
は

｢

氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
が
神
様
を
敬
う
こ
と

に
よ
っ
て
御
神
威
が
益
々
発
揮
さ
れ
、
そ
の
結
果
神
様
の
徳
に

よ
り
更
に
、
運
が
増
し
加
わ
り
、
健
康
で
幸
福
な
家
庭
を
築
か

れ
る
。｣

と
説
い
て
お
り
ま
す
。
元
明
治
神
宮
名
誉
宮
司
甘
露

寺
受
長
氏
が
揮
毫
さ
れ
た
書
が
現
在
当
神
社
社
務
所
玄
関
内
に

掲
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
こ
の
一
文
ど
お
り
神
と
人

と
が
一
体
と
な
れ
た
御
例
祭
の
二
日
間
で
あ
り
ま
し
た
。
茲
に

御
例
祭
に
各
種
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
三
月
十
一
日
に
発
生
し
て

よ
り
半
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
神
社
界
を
始
め
、
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
で
は｢

復
興｣

や｢

頑
張
れ｣

の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
復
興
祈
願
や
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
寒
川

神
社
で
は
、
斎
行
さ
れ
る
各
祭
典
に
て
一
般
の
募
金
活
動
に
併

せ
、
神
社
支
援
募
金
を
行
い
、
多
額
の
浄
財
を
多
く
の
皆
様
よ

り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

神
無
月
を
迎
え
、
本
年
も
残
り
三
ヶ
月
と
な
り
、
何
か
と
気

ぜ
わ
し
い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
月
の
神
嘗

奉
祝
祭
を
は
じ
め
と
し
て
、
十
一
月
に
は
新
嘗
祭
、
十
二
月
に

は
、
本
年
を
締
め
く
く
り
、
年
越
し
を
迎
え
る
に
あ
た
り
て
の

各
種
祭
典
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
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と
云
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
祭
典
の
趣
旨
を
再
度
考
え
心
に
留
め
、
各
人
が

本
年
を
顧
み
て
改
め
て
五
穀
の
豊
穣
と
我
が
国
の
安
泰
に
感
謝

の
念
を
捧
げ
年
越
し
の
準
備
を
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。

(

白)
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寒
川
大
明
神
に
最
も
由
縁
あ
る
九
月
十
九
日
と
二
十
日
の
両
日
に
亘

り
、
一
年
に
一
度
の
例
祭
が
盛
大
且
つ
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
接
近
に
伴
い
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
九
日
は
晴
天

で
、
午
後
一
時
か
ら
は
前
日
祭
、
午
後
二
時
に
は
�
大
日
本
弓
馬
会
の

会
員
に
よ
り
流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
、
そ
の
勇
姿
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢

の
見
物
客
が
詰
め
掛
け
、
射
手
が
的
を
射
抜
く
度
に
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
夕
刻
か
ら
は
、
立
正
佼
成
会
奉
納
の
万
灯
パ

レ
ー
ド
が
本
年
は
子
供
纏
も
加
わ
り
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
夕
暮
れ
時
の

参
道
を
明
る
く
映
し
出
し
ま
し
た
。

翌
二
十
日
午
前
十
時
に
は
例
祭
が
厳
粛
に
斎

行
さ
れ
、
神
社
本
庁
よ
り
の
幣
帛
を
奉
り
、
責

任
役
員
・
氏
子
総
代
を
始
め
全
国
各
地
か
ら
の

崇
敬
者
が
多
数
参
列
さ
れ
、
大
前
に
玉
串
を
奉

り
拝
礼
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
田
中
神
社
本

庁
総
長
も
参
列
さ
れ
、｢

神
社

の
祭
り
は
神
職
の
み
で
奉
仕
す

る
の
で
は
な
く
参
列
者
と
共
に

奉
仕
す
る
の
が
本
義
で
あ
る
。

寒
川
神
社
は
千
五
百
年
以
上
の

歴
史
を
有
し
、
全
国
規
模
で
み

て
も
施
設
等
の
整
っ
た
神
社
で

あ
る
が
、
こ
の
神
域
が
護
ら
れ

て
い
る
の
も
、
多
田
名
誉
宮
司
・

利
根
宮
司
を
始
め
、
責
任
役
員
・

総
代
・
氏
子
の
皆
様
の
大
き
な

力
と
、
全
国
の
崇
敬
者
の
ご
篤

志
で
あ
り
、
こ
の
事
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
更
に
ご
崇
敬
を
賜

り
、
益
々
御
神
威
が
全
国
に
発

揚
さ
れ
る
事
を
祈
念
し
ま
す｣

と
の
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

▲万灯パレード

▲流鏑馬神事

▲祭ばやし
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���▲玉串拝礼

▲奉納演芸大会 ▲献 花
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寒
川
神
社
で
は
、
本
年
の
例

祭
斎
行
に
あ
た
り
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
て
被
害
を
蒙

む
っ
た
被
災
地
の
早
期
復
興
を

併
せ
て
祈
願
致
し
ま
し
た
。

神
門
に
は
�
東
日
本
大
震
災

早
期
復
興
�
の
提
灯
を
掲
灯
、

ま
た
、
浜
降
祭
・
相
模
薪
能
と

続
け
て
祈
念
さ
れ
、
寒
川
神
社

よ
り
東
北
地
方
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
�
と
ど
け
鈴
の
音

ガ
ン
バ
レ
�
東
北
�
の
合
言
葉

が
、
社
務
所
の
勾
欄
と
太
鼓
橋

前
に
掲
げ
ら
れ
、
参
集
殿
で
は
、

今
上
陛
下
の

｢

被
災
地
に
長
く

心
を
寄
せ
、
見
守
り
続
け
て
い

く
こ
と｣

と
の
お
言
葉
を
参
拝

者
の
心
に
刻
ん
で
頂
け
る
様
、

懸
垂
幕
が
張
ら
れ
ま
し
た
。

宮
山
神
輿
愛
好
会
か
ら
は
、

震
災
復
興
を
祈
り
神
輿
を
担
ぎ

た
い
と
要
望
が
あ
り
、
十
九
日

の
夜
、
境
内
を
神
輿
が
練
り
歩

き
、
元
気
と
熱
気
を
被
災
地
に

向
け
て
お
く
り
ま
し
た
。

当
神
社
例
祭
斎
行
に
あ
た
り

金
華
山
黄
金
山
神
社
よ
り
神
酒

三
十
本
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

黄
金
山
神
社
は
、
神
社
社
報

で
も
度
々
被
災
状
況
を
報
告
致

し
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
参
拝

も
出
来
な
い
状
況
で
、
そ
の
よ

う
な
中
に
も
拘
わ
ら
ず
今
回
御

奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。

奉
納
さ
れ
た
神
酒
は
、
今
ま

で
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
し

て
、
直
会
で
参
列
者
に
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。

本
年
の
例
祭
に
は
、

神
社
本
庁
の
総
長
で
あ

り
、
日
本
全
国
の
八
幡

様
の
総
親
神
で
あ
る
石

清
水
八
幡
宮
宮
司
田
中

恆
清
氏
と
、
静
岡
県
に

鎮
座
す
る
、
小
國
神
社

宮
司
打
田
文
博
氏
が
参

列
な
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
は
多
田
名
誉
宮

司
の
ご
案
内
で
、
神
嶽

山
神
苑
も
散
策
さ
れ
ま

し
た
。
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二
月
よ
り
改
築
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
太
鼓
橋
は
、

工
事
も
順
調
に
進
捗
し
、
十
二

月
二
十
日
に
は
竣
功
の
予
定
で

あ
り
ま
す
。

四
月
よ
り
、
太
鼓
橋
の
新
名

称
を
募
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
七
月
末
日
を
も
っ
て
締
切

ら
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

新
名
称
は
、
去
る
九
月
四
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
太
鼓
橋
改

築
委
員
会
に
て
選
定
が
協
議
さ

れ
、｢

神か
み

池い
け

橋ば
し｣

と
決
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

多
数
の
皆
様
よ
り
ご
応
募
を

頂
き
ま
し
た
事
、
誌
上
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
九
月
一
日
、
日
頃
よ
り

祭
典
等
神
社
の
運
営
に
ご
尽
力

去
る
九
月
十
九
日
、
寒
川
神

社
商
工
奉
賛
会
の
年
次
総
会
が

商
工
祈
願
祭
・
献
灯
奉
告
祭
に

て
、
生
業
繁
栄
が
祈
念
さ
れ
た

後
、
寒
川
神
社
参
集
殿
に
て
開

催
さ
れ
、
前
年
度
の
事
業
及
び

決
算
報
告
並
び
に
本
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
春
風
亭
柳
之
助

春
風
亭
昇
也
両
師
匠
に
よ
る
記

念
高
座
が
開
か
れ
、
会
場
は
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

商
工
奉
賛
会
は
寒
川
大
明
神

を
崇
敬
す
る
商
工
業
者
の
方
々

に
よ
り
組
織
さ
れ
、
浜
降
祭
や

例
祭
の
提
灯
掲
灯
、
国
旗
掲
揚

推
進
事
業
等
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
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秋
分
の
日
の
九
月
二
十
三
日
、

末
社
御
祖
神
社
の
例
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

御
祖
神
社
は
、
宮
山
を
中
心

に
神
葬
祭
を
執
り
行
う
家
々
で

構
成
さ
れ
る

｢

御
祖
講｣

の
御

先
祖
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
、

参
列
さ
れ
た
講
員
の
皆
様
は
、

御
先
祖
様
の
御
霊
を
お
慰
め
申

し
上
げ
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
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日
本
国
民
の
大
御
親
神
と
崇

め
ま
つ
る
伊
勢
の
神
宮
で
は
、

今
年
収
穫
さ
れ
た
初
穂
を
大
御

神
に
奉
り
皇
室
の
弥
栄
、
五
穀

豊
穣
、
国
家
隆
昌
並
び
に
国
民

の
平
安
を
祈
念
す
る
神
嘗
祭
が

今
月
十
七
日
に
執
り
行
わ
れ
ま

す
。当

神
社
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
の
伊
勢
の
神
宮
で
行
わ
れ
る

祭
典
に
あ
わ
せ
、
神
嘗
奉
祝
祭

を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

� �
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頂
く
、
寒
川
神
社
の
総
代
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る｢

全
総
代
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
横
溝
�
義
責
任

役
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
六

月
以
降
の
祭
事
や
行
事
、
教
化

活
動
な
ど
の
社
務
報
告
が
な
さ

れ
、
次
に
平
成
二
十
二
年
度
一

般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
の
決

算
報
告
と
例
祭
斎
行
な
ど
の
件

が
、
出
席
さ
れ
た
総
代
の
皆
様

に
対
し
て
詳
細
な
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(完成予想図)
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順
不
同
・
敬
称
略)

二
十
万
円

川
口

壽
子

茅
ヶ
崎
市
赤
羽
根

十
万
円

樋
口

一
郎

三
浦
郡
葉
山
町

三
万
円

林

剛
史

東
京
都
町
田
市

〃

脇

文
亮

寒
川
町
小
動

〃

渡
邊

一
弘

東
京
都
新
宿
区

〃

㈲
及
川
工
業

茅
ヶ
崎
市
今
宿

二
万
円

川
瀬

征
男

埼
玉
県
北
葛
飾
郡

〃

中
島

啓
介

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
相
澤
興
産

横
浜
市
瀬
谷
区

〃

藤
井

惠
子

東
京
都
練
馬
区

〃

㈱
あ
わ
家
惣
兵
衛

東
京
都
練
馬
区

〃

峯
村

孝
親

東
京
都
立
川
市

〃

渡
邉

裕

横
浜
市
南
区

〃

小
関

正

横
浜
市
旭
区

一
万
四
千
円

水
村

芳
夫

茅
ヶ
崎
市
萩
園

一
万
円

矢
野

茂

横
浜
市
泉
区

〃

梅
田

馨

東
京
都
杉
並
区

〃

中
村

諭

東
京
都
昭
島
市

〃

佐
藤

芳
美

東
京
都
世
田
谷
区

〃

北
嶋

蘭
花

海
老
名
市
中
央

一
万
円

山
口

昭
和

東
京
都
江
戸
川
区

〃

原
田

達
八

愛
知
県
碧
南
市

〃

天
利

良
子

寒
川
町
宮
山

〃

二
見
ミ
ツ
子

茅
ヶ
崎
市
今
宿

〃

野
田

重
俊

横
浜
市
港
北
区

〃

飯
田

浩
輔

東
京
都
渋
谷
区

〃

�
橋

健
泰

横
浜
市
戸
塚
区

〃

村
田
八
千
雄

寒
川
町
一
之
宮

〃

鈴
木

武
治

海
老
名
市
上
今
泉

〃

高
尾

行
一

寒
川
町
一
之
宮

〃

尾
崎

之
孝

東
京
都
大
田
区

〃

水
口

悦
子

東
京
都
江
戸
川
区

〃

御
調

祥
正

横
浜
市
港
北
区

〃

小
榑

進

東
京
都
府
中
市

〃

関
本

高
男

東
京
都
八
王
子
市

〃

㈲
樋
口
製
作
所

栃
木
県
足
利
市

〃

小
林

茂
樹

群
馬
県
桐
生
市

〃

齊
藤

徹

秦
野
市
上
大
槻

〃

�
澤

邦
広

横
浜
市
泉
区

〃

齋
藤

智
典

鎌
倉
市
今
泉

〃

鴨
下

順
子

東
京
都
練
馬
区
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１日目(16日水)：寒川発７時00分(マイクロバス) 東京(羽田)発10時50分
台北(松山)着13時30分

参集殿から羽田空港・国際線ターミナルへ｡ 空路台北へ(機内食１回)｡ 現地ガイド出
迎えを受け台北市観光｡ 夜は台北101階高層ビルにある高級海鮮レストラン｢頂鮮101｣
にて豪華ディナーをご用意!!

２日目(17日木)：台北 終日
｢忠烈祠｣の衛兵交代と中華4000年の至宝を集めた｢故宮博物院｣見学｡ 昼食は故宮博物
院に併設のレストラン｢故宮晶華｣にて広東料理をご賞味頂きます｡ 故宮の文物をモチー
フにしたユニークなメニューが好評です｡ ｢千と千尋の神隠し｣のイメージとなった金
鉱の町 ｢九�｣ へご案内｡ 台湾に伝わる伝統行事｢天燈打上げ｣を体験！
夕食は台北市内｢欣葉｣レストランで台湾料理

３日目(18日金)：台北(松山)発16時00分 東京(羽田)着19時55分 羽田発
(マイクロバス) 寒川着22時00分

お土産店立寄りながら｢加賀屋｣にて懐石料理の昼食｡ 食事後､ 現地ガイドと共に空港
に出発(機内食１回)｡ 羽田空港到着後､ マイクロバスにて参集殿まで送り解散｡

■旅行企画(主催) 寒川神社参集殿謝恩旅行委員会 〒253-0106 神奈川県高座郡寒川町宮山3835
TEL 0467-75-5555 FAX 0467-75-5556

■旅行取り扱い ㈱JTB法人東京 神奈川西支店 〒254-0034神奈川県平塚市宝町3-1MNビル6階
TEL 0463-23-5166 FAX 0463-23-9057 担当者：木村 亮介

���������	
���

台北101階高層ビル
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さ が み����� ���	
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�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

館
生
例
祭
の
神
賑
行
事
に
参
加
す
る

少
年
館
で
は
、
日
頃
見
守
り

頂
い
て
い
る
寒
川
大
明
神
様
の

神
恩
に
対
し
、
感
謝
の
気
持
ち

を
お
伝
え
し
よ
う
と
、
館
生
が

一
生
懸
命
に
作
成
し
た
絵
画
や

書
道
の
作
品
を
、
例
祭
の
お
祝

い
と
し
て
奉
納
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
流
鏑
馬
神
事
を
見
学

し
、
馬
と
射
手
の
勇
ま
し
い
姿

に
大
歓
声
を
送
っ
た
り
、
子
供

神
輿
の
渡
御
に
も
参
加
、
小
若

連
の
人
等
と
混
ざ
り
担
が
さ
せ

て
頂
く
な
ど
、
神
様
の
お
側
に

て
楽
し
く
お
仕
え
致
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
��

	


�
�


�
�
�

当
神
社
で
は
、
澄
み
渡
る
秋

空
が
拡
が
る
十
一
月
十
日(

木)

よ
り
二
十
三
日

(

水)

に
か
け

て
、
第
四
十
四
回
菊
花
・
写
真

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
、
境
内
に
は
近
隣
の

菊
花
会
所
属
の
愛
好
家
が
腕
に

よ
り
を
か
け
た
菊
花
が
廻
廊
を

飾
り
ま
す
。
又
、
広
く
一
般
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
傑
作
写
真
の
数
々

が
、
寒
川
神
社
四
季
折
々
の
様

子
を
映
し
出
し
ま
す
。

去
る
九
月
四
日
、
寒
川
俳
壇

主
催
の
奉
灯
大
句
会
が
参
集
殿

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
六
十
五
回
目
を
数
え

る
こ
の
句
会
は
、
歴
史
と
由
緒

を
併
せ
持
つ
全
国
で
も
有
数
の

句
会
と
な
っ
て
お
り
、
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、
内
山
良
子
氏

の
句
が
二
年
連
続
で
最
優
秀
句

に
選
出
さ
れ
、
当
神
社
よ
り
一

之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
句
会
で
詠
ま
れ

た
句
は
、
例
祭
期
間
中
、
境
内

に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
賞

�
�
�
�
�

�
�
�
	



�
�

内
山

良
子
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□�
	


�

平
成
二
十
三
年

十
一
月
十
日
〜
二
十
三
日

□�



寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る

未
発
表
の
作
品

□�
�

�

・
白
黒
・
カ
ラ
ー

・
四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ
切

(
ワ
イ
ド
可)

□�
�
�
�

一
人
五
点
以
内

□�
�


�

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日
〜
三
十
一
日

□�
�
�
�

平
成
二
十
三
年
十
一
月
上
旬

(

入
賞
者
へ
直
接
通
知)

□
作
品
の
裏
に
住
所･

氏
名･

電
話
番
号･
撮
影
年
月
日･

画
題
を
明
記

□�
�
�
�
�

教
化
宣
布
課

�
〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四

平成22年神社本庁統理賞受賞作品

�
	

�
�



�

�

例
祭
前
に
参
道
の
清
掃
奉
仕

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
寒

川
神
社
例
祭
斎
行
の
前
に
、
ス

カ
ウ
ト
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
参
道
の

清
掃
奉
仕
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

活
動
の
際
、
神
饌
田
へ
立
寄

り
、
自
分
達
の
手
で
植
え
た
稲

の
成
長
を
確
認
、
今
か
ら
稲
刈

り
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
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 � 10月28日(金)
午後２時～３時


�
 寒川神社 参集殿

	 �����������
～脳梗塞の前兆に

気をつけよう～

� � 副病院長

栗 田 啓 司

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

内

科
渡

辺

卓

私
は
今
年
度
の
４
月
よ
り
寒
川
病
院
内
科

に
常
勤
医
と
し
て
入
職
致
し
ま
し
た
、
渡
辺

卓
と
申
し
ま
す
。
名
前
は
す
ぐ
る
と
読
み
、

元
読
売
巨
人
軍

江
川

卓
さ
ん
と
一
緒
で

す
。
東
海
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
研
修
医

を
経
て
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院
内
科
学

６
教
室
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
の
内

科
学
教
室
は
１
〜
７
ま
で
あ
り
現
在
の
消
化

器
内
科
に
あ
た
り
、
当
院
で
は
鳴
海
先
生
・

車
田
先
生
の
後
輩
と
な
り
ま
す
。
私
が
消
化

器
内
科
を
志
望
し
た
理
由
は
、
病
気
に
よ
り

入
局
し
よ
う
と
し
て
い
た
外
科
系
の
医
局
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
比
較
的
身
体
的
に
負

担
の
か
か
ら
な
い

(

と
い
っ
て
も
入
局
後
数

年
間
は
大
変
で
し
た
が)

内
科
を
見
渡
し
た

と
き
に
、
薬
だ
け
で
な
く
自
分
の
技
術
を
磨

く
こ
と
で
患
者
さ
ん
の
手
助
け
が
で
き
る
可

能
性
を
考
え
、
ま
た
当
時
の
医
局
の
雰
囲
気

が
家
族
的
で
あ
っ
た
事
よ
り
消
化
器
内
科
に

入
局
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
消
化
器
内

科
医
は
内
視
鏡
の
習
得
が
絶
対
条
件
で
す
が
、

決
し
て
ゴ
ー
ル
と
い
え
る
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
と
申
し
ま
す
の
は
次
々
に
開
発
さ
れ
る

機
材
に
対
応
し
、
使
い
こ
な
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
か
ら
で
す
。
具
体
的
に
最
近

の
例
で
申
し
ま
す
と
経
鼻
内
視
鏡
が
挙
げ
ら

れ
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
て
ご
存
知
の
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。(

当
院
で
は
検
診
部

門
で
の
み
施
行
し
て
い
ま
す)

一
般
的
に
は

通
常
内
視
鏡
の
細
い
タ
イ
プ
と
理
解
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
挿
入
方
法
は
も
と
よ
り

画
像
解
像
度
・
操
作
性
等
が
異
な
る
た
め
、

幾
つ
か
の
新
た
な
技
術
の
習
得
が
必
要
で
し

た
。数

年
後
に
は
次
世
代
の
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡

が
発
売
さ
れ
、
消
化
器
内
科
医
が
内
視
鏡
を

挿
入
す
る
機
会
が
減
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
内
視
鏡
治
療
が
あ
る
限
り
は
内
視
鏡
技

術
の
鍛
錬
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

寒
川
病
院
へ
赴
任
し
て
か
ら
上
部
・
下
部

内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
、

多
く
の
患
者
さ
ん
に
施
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
前
癌
病
変
や
一
部
分
の
み
癌
が
存
在
す

る
ポ
リ
ー
プ
の
段
階
で
発
見
で
き
た
方
が
数

名
お
り
、
今
後
も
内
視
鏡
検
査
を
し
っ
か
り

と
行
う
事
が
自
分

の
役
割
と
考
え
て

い
ま
す
。

消
化
管
症
状
が

あ
る
方
の
み
な
ら

ず
、
何
か
消
化
管

に
不
安
が
あ
り
検

査
に
つ
い
て
希
望

が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
相
談
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※ 渡辺医師の外来日
お電話にてご確認の上､ 御来院下さい｡

� � �

月 火 水 木 金 土

午前 ○ ○
第1.3.5週

午後 ○
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七
五
三
詣
は
古
来
よ
り
、
誕

生
か
ら
幼
児
期
ま
で
無
事
成
長

で
き
た
事
を
感
謝
し
て
神
社
に

参
拝
し
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
の

幸
福
と
長
寿
を
併
せ
祈
念
す
る

大
切
な
人
生
儀
礼
で
す
。

色
と
り
ど
り
の
菊
花
に
囲
ま

れ
た
当
神
社
に
て
、
心
に
残
る

�
七
五
三
詣
�
を
な
さ
れ
ま
す

よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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�
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薬
剤
師

小
倉
み
の
り

看
護
補
助
者

木
村

馨

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
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厳
粛
な
る
祭
儀
を
無
事
務
め

畢
え
、
退
下
す
る
祭
員
。

柳
葉
魚

シ
シ
ャ
モ

は
ア
イ
ヌ
語
で
カ
ム

イ
・
チ
ェ
プ
と
い
わ
れ
、
神
が

く
れ
た
大
量
の
食
材
と
さ
れ
た
。

現
在
、
漁
獲
高
は
減
激
し
高

級
魚
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
神
が

お
怒
り
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

(

尚)

夕
刊
を
読
む
板
の
間
や
秋
暑
し

根
岸

君
子

紀
の
国
の
山
を
削そ

ぎ
た
る
秋
出
水

飛
石

槿
花

牛
の
瞳
の
夕
焼
け
て
い
る
花
野
か
な

金
指

月
光

秋
暑
し
忘
れ
ぬ
う
ち
に
書
く
一
字

菅
沼
う
め
の

通
草
あ
け
び

の
実
下
げ
て
電
車
へ
乗
り
込
み
ぬ

山
本

朝
子

面
構
え
す
で
に
貫
禄
子
蟷
螂

松
本
美
智
子

風
走
る
子
の
声
走
る
運
動
会

倉
谷

節
子

爽
涼
や
す
る
り
と
糸
の
通
り
た
る

岩
田
美
代
子

飛
行
機
の
引
く
白
線
や
天
高
し

皆
川
志
ん
ご

母
の
齢
越
え
て
静
か
な
落
し
水

宮
入

つ
る

秋
の
暮
路
地
に
忘
れ
し
三
輪
車

芹
沢

徳
光

追
伸
の
よ
う
に
秋
蝉
鳴
き
だ
し
ぬ

金
子

つ
ぢ

梨
送
り
今
年
も
無
事
を
伝
え
け
り

三
輪

恭
子

川
底
の
石
う
ら
が
え
る
水
の
秋

露
木
て
る
子

夜
顔
の
闇
を
掃は
ら

い
し
一
花
あ
り

千
葉

静
香

蒼
天
に
ま
さ
る
も
の
な
し
秋
う
ら
ら

菅
沼

保
幸

彼
岸
花
似
た
顔
ば
か
り
集
ひ
け
り

岡
田
風
呂
釜

秋
暑
し
隣
家
の
枝
の
伸
び
て
き
し

竹
村
真
砂
美

雷
や
一
秒
先
の
闇
の
中

瀧
井
ど
ん
舟

み
だ
し
な
み
捨
て
た
く
な
り
て
秋
暑
し

四
ッ
車
梢
月

猛
暑
日
に
夕
立
ち
去
り
て
色
走
る
虹
の
大
橋
涼
し
さ
誘
う

山
口

幸
子

夕
暮
れ
の
卯
の
花
小
路
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
雷
鳴
せ
ま
り
急
ぎ
も
ど
れ
る

山
根
喜
美
代

コ
ロ
ッ
ケ
も
の
り
巻
き
寿
し
も
そ
の
人
の
手
造
り
こ
そ
の
加
減
良
き
味

安
藤

慧

水
無
月
の
涼
菓

｢

あ
じ
さ
い｣

い
た
だ
き
て
お
茶
の
ひ
と
時
友
と
和
め
る

川
島
惠
美
子

あ
ゝ
お
岩
さ
ん
瞬
時
に
思
い
ぬ
一
糎
の
段
差
に
つ
ま
ず
き
顔
し
た
た
か
に
打
つ

�
田
マ
ツ
子

桃
色
の
小
さ
き
花
を
く
る
く
る
と
茎
に
巻
き
つ
け
ね
じ
花
の
咲
く

天
利

春
枝

公
園
の
放
射
能
汚
染
を
危
ぶ
み
て
母
親
達
は
計
測
始
む

岡
元

芳
子

身
を
洗
ふ
緑
の
か
ぜ
も
子
育
て
の
娘
に
は
汚
染
の
風
で
あ
る
ら
し

堀
江

照
子

｢

洪
鐘
お
お
か
ね｣

と
掲
げ
て
あ
る
に
円
覚
寺
の
踏
み
滅
り
し
石
段
孫
と
上
り
ぬ

宇
田
川
時
子

よ
く
み
れ
ば
緑
葉
の
中
見
え
隠
れ
黄
色
の
花
は
落
花
生
で
し
た

土
屋
ト
ミ
子

折
り
紙
を
お
ぼ
え
た
�
孫
は
五
歳
な
り
鶴
折
る
そ
の
手
見
つ
つ
愛
し
む

三
留
と
く
子

庭
に
植
え
し
ト
マ
ト
茄
子
キ
ュ
ウ
リ
色
取
り
ど
り
に
実
り
て
食
す

浜
田

寿
子

地
場
産
の
野
菜
使
っ
た
講
習
会
鮮
度
の
良
さ
に
料
理
際
立
つ

亀
山

文
子

指
切
っ
て
成
せ
し
約
束
い
ま
も
な
ほ
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
胸
を
さ
す
針

杉
本

照
世

お

詫

び

八
月
号
で
�
田
マ
ツ
子
様
が
詠
ま
れ
た
歌
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
並
び
に
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

｢

庭
の
花
よ｣
こ
れ
が
見
舞
と
笑
む
友
の
梅
花
空
木
の
清
ら
か
な
白

�
田
マ
ツ
子


